
漁　　港 242 33,037,441 240 32,639,011 99 230

漁港海岸 11 33,784,333 11 28,970,509 76 6

漁　　場 2 498,880 2 498,880 100 2

合　　計 255 67,320,654 253 62,108,401 87 238

令和２年２月29日現在の管内県営漁港関係施設災害復旧工事の進捗率は、87％となっています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　                            （令和２年２月29日現在）
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１ 漁港関係施設の災害復旧工事 進捗状況 

• さっちゃんNEWS part１ 

★★★_スマイル130（いちさんまる）プロジェクトについて_★★★ 

 「130万人誰もが笑顔に」をスローガンに掲げ、「県民の笑顔のために」、「感謝の笑顔を（県外、世界

に）届ける」を活動のコンセプトとし、復興に取り組む職員の気持ちを盛り上げ、復興に向けた県民と一体感

＜令和元年度いわて水産アカデミー第1期生修了式＞ 
 

＜ワカメの入札結果及び末崎中学校ワカメ学習について＞                   

 3月26日に、大船渡市内でいわて水産アカデミー第１期生の修了式が行われ、7名に修了
証書が授与されました。修了生は、1年間、座学と実践研修により漁業や水産加工など知識
と技術を学んできました。7名のうち4名が、気仙管内（大船渡市2名、陸前高田市２名）
の漁業者からカキ養殖や定置網について指導を受けました。令和２年度以降も実践研修と
同じ地区で漁業に就く予定です。   
 4月7日に大船渡市内で第２期生の入講式が開催され、8名の研修生が漁業を学ぶ予
定です。そのうち５名が気仙管内（大船渡市３名、陸前高田市２名）の漁業者からカキ、
ホタテ、ワカメ養殖や定置網について指導を受ける計画です。 

 本県産ワカメの初入札が3月12日に行われ、気仙管内の塩蔵ワカメの最高値は 
大船渡市漁協末崎産の10kgあたり15,003円で、昨年に比べ約8割の単価にとどま
りました。また、上場数は9.5トンで昨年の約４割となっており、種付け時の高水温
による種巻きの遅れや時化の影響で刈取りが進まなかったことが要因として挙げられ
ます。現在生育は順調に進んでいることから今後は水揚げが伸びる見込みです。 
 また、末崎中学校では、平成14年度から地域を学ぶ学習活動「産土（うぶすな）
タイム」の一環として、地元漁業者の指導のもと、種苗から収穫・販売まで体験学習
を行っています。3月2日に、1年生22名がワカメの刈取りとボイル塩蔵作業を体験
しました。 
   
   
  

末崎中学校ワカメ学習（刈取り）の様子 



数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(ﾄﾝ) 金額(千円) 数量(%) 金額(%) 数量(%) 金額(%)

4,348 396,383 3,569 393,607 1,292 206,677 122 101 337 192

 

震災前（H20～
H22の平均）との

対比

(２)　大船渡市魚市場の水揚げ状況（令和２年１月１日から２月末累計）

漁協や各漁業者、水産加工業者などが共同で利用する施設の整備を支援しています。

令和２年 令和元年
震災前

（H20～H22の平均)
前年比

（R２/R１)

(１)　共同利用施設等の復旧状況

令和2年度に陸前高田市管内で漁船上架施設1件の整備が予定されています。

２ 水産施設等の復旧・魚市場の水揚げ状況 

｢さけの子さっちゃん｣は、 
大船渡水産振興センターの 
PRキャラクターです 

  『復興板』に関するお問い合わせ先 

沿岸広域振興局水産部 

 大船渡水産振興センター 〔担当 宮田〕 

岩手県大船渡市猪川町字前田6-1合同庁舎4階 

        TEL:0192-27-9915 FAX:0192-21-1229 

 出典：いわて大漁ナビ 
 

 令和2年1月から2月までの大船渡市魚市場の水揚量は4,348トンで、昨年の約1.2倍、震災
前の約3倍でした。主な水揚げ魚種は、マイワシ(3,356トン、2億2千4百万円)、サバ類(623
トン、6千3百万円)、マダラ(208トン、2千9百万円などでした。なお、前年度より水揚げ量が
増えた理由は、マイワシが1月の「マイワシの特別採捕」で好漁だったこと、定置網で1、2月
に好漁たっだことが挙げられます。 

• さっちゃんNEWS part2 

＜三陸町海域漁青連が水産庁長官賞、広田湾漁協女性部小友支部が 

JF全国女性連・JF全国漁青連会長賞を受賞しました＞ 
 
  
 3月3日・4日に東京で開催される予定だった「第25回
全国青年女性漁業者交流大会」が、新型コロナウイルス感
染症拡大の影響で中止となり、発表資料のみによる審査が
行われました。 
 その結果、岩手県代表の三陸町海域漁青連（吉浜養殖研
究会・越喜来漁協青壮年部・綾里漁協青壮年部）が『水産
庁長官賞』を、広田湾漁協女性部小友支部が『ＪＦ全国女
性連・ＪＦ全国漁青連会長賞』を受賞しました。 
 関係者の皆様、おめでとうございます！ 
 発表の内容は、以下のとおりです。 
■三陸町海域漁青連 
・題名：何があったか、ホタテに聞いてみる 
・内容：震災後ホタテ大量へい死の原因究明のため、漁協
の枠を超えて共同で生育状況調査を実施し、へい死状況を
解明した。 
■広田湾漁協女性部小友支部 
・題名：おらほの「海の幸食べてけらっせん！ 
     ～浜のレシピを活用して～ 
・内容：震災からの活動再開のため、広田湾の旬 
の魚介類を使った料理講習会を実施。更に、レシピを作成
して広く周知している。 

三陸町海域漁青連 
発表スライド（抜粋） 

広田湾漁協女性部小友支部 
発表スライド（抜粋） 


